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【出典】北海道教育庁渡島教育局 

イ 通学に関するアンケート調査結果 

渡島管内の高等学校生徒数は減少傾向であるが、公立高校生徒の1/3はバス・鉄道を

利用して通学をしている状況にある。 

学生の通学状況や公共交通に対する要望などを把握するため、管内の高等学校及び工

業高等専門学校に通学する生徒を対象にアンケート調査を実施した。（※調査概要はP86を

参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＜アンケート調査実施学校数・調査生徒数等＞ 

渡島地方の高等学校生徒数の推移 

5,750 
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［渡島管内全域］ 

 ① 主な通学手段と登下校時刻について 

・ 夏季には自転車で通学している生徒等が多く（25.8％）、冬季には他の交通手段にシフ

トする傾向にある。 

・ 冬季には公共交通機関の利用者は増加する（夏季 29.3％→冬季 36.4％）ものの、自家

用車や徒歩などの非公共交通機関での通学の割合の方が約２倍程度（公共交通機関36.4％、

非公共交通機関63.6％）を占める。 

 



 
 

- 32 - 
 

・ 公共交通機関を利用する生徒等は平均登校時刻よりも早く登校する傾向にある。冬季の

下校時刻については、公共交通機関を利用する生徒等は平均下校時刻よりも早く下校する

傾向にあるものの、夏季においては公共交通機関の利用による違いはほとんどない。 

② 通学の状況について 

・ 渡島管内の学校に通学する生徒等は、ほぼ大半が渡島管内に在住（98.4％）している

傾向にある。 

 

・ 公共交通機関を利用する可能性が高い「自分の居住市町以外に所在する学校に通学する

生徒等」のうち、公共交通機関を利用していない割合は、夏季38.4％、冬季27.0％。 

③ 通学に係る部活等の影響について 
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・ 登校時刻については部活動に参加しているか否かに関わらず、平均登校時刻とほぼ変わ

らない状況にあるが、下校時刻については、部活動に参加している生徒等は平均下校時刻

よりも遅く下校する傾向にある。 
 

④ 通学に係る意見について 

 

・ 公共交通機関の利用有無や部活動の状況を問わず、「運行便数が少ない」という意見が

最も多く（全体の35.7％）、次に「運賃が高い」という意見が続いている（全体の13.6％）。 

 

［渡島東部圏］ 

① 主な通学手段と登下校時刻について 

・ 他圏域と比較して、夏季に自転車で通学している生徒等の割合が最も高く（33.3％）、

冬季には他圏域と同様に他の交通手段にシフトする傾向にある。 
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・ 冬季には公共交通機関の利用者は増加する（夏季 23.9％→冬季 35.5％）ものの、自家

用車や徒歩などの非公共交通機関での通学の割合の方が約２倍程度（公共交通機関35.5％、

非公共交通機関64.5％）を占める。 

 
・ 公共交通機関を利用する生徒等は平均登校時刻よりも早く登校する傾向にある。冬季の

下校時刻については、公共交通機関を利用する生徒等は平均下校時刻よりも早く下校する

傾向にあるものの、夏季においては公共交通機関の利用による違いはほとんどない。 

② 通学の状況について 

 

・ 渡島東部圏内の学校に通学する生徒等は、ほぼ大半が同圏内に在住（99.1％）している

傾向にある。 

 

・ 公共交通機関を利用する可能性が高い「自分の居住市町以外に所在する学校に通学する

生徒等」のうち、公共交通機関を利用していない割合は、夏季 57.1％、冬季 43.4％であ

り、他圏域と比較して最も高い傾向にある。 
 
 


